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キラリ

4億7007万円

4億7007万円

駒寄スマート IC大型車対応化事業

駒寄スマート IC大型車対応化事業

ココに注目
キラリ 　平成２８年度一般会計歳出総額は７１億　

７６０７万円でした。
　ここでは、注目すべき事業をピックアップし
てお伝えします。平成２８年度一般会計決算に
ついての詳細は、４・５ページをご覧ください。

３億5757万円

３億420万円

明治小学校校舎増改築事業

私立保育所等施設整備事業

　駒寄幼稚園の建て替えについて助成、認定こども園として０歳児からの
受け入れをし、待機児童を解消。

平成２８年度のおもな事業

増築事業
　児童数の増にともなう教室不足解消のため、２階建て５教室の特別教室
棟を増築。
改築事業
　これまでの特別教室を普通教室に改修。

第３回
定例会

　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
、
15
日
間
の
会
期
で
行
い
ま

し
た
。
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
決
算
に
関
す
る
認
定
９
件
を
は
じ
め
、
平
成
29
年
度

補
正
予
算
な
ど
議
案
12
件
・
報
告
１
件
・
同
意
１
件
・
諮
問
１
件
・
陳
情
１
件
が
提
案
さ
れ
、

認
定
・
議
案
・
同
意
・
諮
問
は
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
陳
情
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

平成２９年３月に完成した特別教室棟

平成２９年３月に完成した園舎
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※ LGWAN（地方行政ネットワーク） 地方公共団体を相互に接続する行政専用のネットワーク。ミニ解説

8170万円4560万円
学童クラブ施設新築事業駒寄小学校トイレ改修事業

　児童数増加、共働き、核家族化などで増加する利
用ニーズに対応するため、駒小校区に第３学童８０
名定員新設。

　南・中校舎、計４９カ所を洋式トイレに改修、床
をバリアフリー化。

事　業　名 決　算　額 内　　　　　容

公共施設等総合管理計画
策定業務

１６３６万円

今後４０年間の公共施設などの総合的かつ計画的な管理を行うため、長
寿命化や統廃合などの基本的な方針を策定しました。あわせて個別施設
ごとの利用状況などのデータを管理する、公共施設マネジメントシステ
ムを導入しました。

地方公共団体情報セキュ
リティ強化対策事業

１９２０万円
平成２９年７月から※LGWAN回線を利用した情報連携が開始されるこ
とにともない、情報持ち出し不可設定、二要素認証のほか、アクセスロ
グ取得システムの導入を行いました。

年金生活者等支援臨時
福祉給付金給付事業

４８６６万円
「一億総活躍社会」の実現に向けた国の施策にもとづき、低所得の高齢
者などを対象に支給しました。

保育士等確保事業 ３２５万円

児童数が増加するまちでは、年度途中の低年齢児の受け入れなどにより
保育士の増員が必要となる場合が多くなります。途中から保育士の確保
は困難なため、基準以上に保育士を加配することで、年度途中の園児の
受け入れ体制を整備するため各保育園に支給しました。

地域特産品生産体制構築
事業

９９９万円
小倉地区の乾燥芋の生産体制を構築する事業、平成２８年度は、市場、
競合や流通チャネル、既存の生産農家経営に関する調査分析のほか、法
人化への経営計画を策定しました。

橋
きょうりょう

梁の長寿命化 １６２９万円
まちが管理する橋の長寿命化をはかるため、定期点検の結果にもとづ
き、橋を補修します。平成２８年度は、６橋の補修工事を実施しました。

南下城山防災公園整備
事業

７４８９万円
町民誰もが楽しめ、防災機能を有する大規模公園を桃井城址に整備しま
す。平成２８年度は、用地取得、公園の造成工事などを実施しました。

駒寄スマート IC 大型車
対応化事業

２億５８５１万円
地域産業の活性化や観光振興などのため、前橋市、吉岡町およびネクス
コ東日本が連携して実施。平成２８年度は、ネクスコへの委託、用地取得、
文化財調査、事業認定に係る環境影響調査などを実施しました。

自主防災組織支援事業 １７７万円
総合戦略事業として、自主防災組織を支援することで地域防災力の向上
をはかります。北下、陣場、大久保寺上、溝祭、駒寄自治会５カ所に防
災倉庫を設置。これで１３自治会すべてに設置完了しました。

防災無線デジタル化事業 ２０５万円
無線機器の規格の改正により、平成３４年１２月までにデジタル化する
必要があるため。平成２８年度は実施設計を行いました。

平成２９年３月に完成した駒寄第３学童クラブ改修された洋式トイレ（駒寄小学校）
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小
学
生
の
増
加
な
ど
で
教
育
費
も

前
年
対
比
14
・
３
％
の
増

歳
　
　
入

歳
　
　
出

　

平
成
28
年
度
歳
入
決
算

額
は
、
72
億
４
７
３
７
万

円
で
前
年
対
比
１
０
７
％
、

歳
出
決
算
額
は
71
億
７
６

０
７
万
円
で
前
年
対
比
１

０
６
・
５
％
で
し
た
。

　

主
な
歳
入
の
う
ち
、
町

税
は
24
億
５
１
５
４
万

円
で
前
年
対
比
１
０
１
・

８
％
、
国
庫
支
出
金
は
12

億
７
１
７
４
万
円
で
前
年

対
比
１
３
２
・
８
％
、
地

方
交
付
税
は
11
億
９
２
２

７
万
円
で
前
年
対
比
96
・

７
％
で
し
た
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
４

億
１
８
８
０
万
円
で
、
前

２
８
・
２
％
で
し
た
。
こ

れ
は
、
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
大
型
車
対
応
化
事
業
、

南
下
城
山
防
災
公
園
整
備

事
業
な
ど
の
増
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

教
育
費
は
10
億
１
１
５

万
円
で
、
前
年
対
比
１
１

４
・３
％
で
し
た
。こ
れ
は
、

明
治
小
学
校
校
舎
増
改
築

事
業
、
駒
寄
小
学
校
ト
イ

レ
改
修
事
業
な
ど
の
増
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
、

７
１
３
０
万
円
で
、
歳
入

歳
出
差
引
額
か
ら
、
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

１
６
３
６
万
円
で
し
た
。

土木費は前年対　 比２８.２％の増

まちの家計簿徹底チェック !!

年
対
比
92
・
４
％
で
し
た
。

こ
れ
は
、
南
下
城
山
防
災

公
園
整
備
事
業
、
明
治
小

学
校
校
舎
増
改
築
事
業
、

駒
寄
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
た

め
の
借
入
金
で
す
。

　

主
な
歳
出
の
う
ち
、
民

生
費
は
27
億
２
７
３
０
万

円
で
前
年
対
比
１
１
２
・

９
％
で
し
た
。
こ
れ
は
、

駒
寄
幼
稚
園
園
舎
建
て
替

え
事
業
や
駒
寄
第
３
学
童

ク
ラ
ブ
新
築
事
業
な
ど
の

増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

土
木
費
は
７
億
３
４
２

８
万
円
で
、
前
年
対
比
１

まちの家計簿徹底チェック !!
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平成 28 年度一般会計

土木費は前年対　 比２８.２％の増
　
　

依
存
財
源
　
％

45
55

自

主
財
源　

％

議会費
1億161万円
1.4％

その他
4998万円
0.7％

借金返済金
5億6650万円
7.9％

総務費
7億8591万円
11.0％

分担金・負担金
1億5794万円
2.2％

繰越金
3290万円
0.5％

その他収入
6億1817万円
8.5％

地方交付税
11億9227万円
16.5％

国・県支出金
19億525万円
26.2％

町債（借入金）
4億1880万円
5.8％

町税
24億5154万円
33.8％

歳出
71億

7607万円

歳入
72億

4737万円
民生費
27億2730万円
37.9％

衛生費
6億1059万円
8.5％

農林水産業費
2億9182万円
4.1％

土木費
7億3428万円
10.2％

消防費
3億693万円
4.3％

教育費
10億115万円
14.0％

110億円

100億円

90億円

80億円

70億円

60億円

50億円

40億円

30億円

20億円

10億円

0 　
　

28
年
度

　
　

27
年
度　

　
　

26
年
度　

　
　

25
年
度　

　
　

24
年
度　

　
　

23
年
度　

　
　

22
年
度　

　
　

21
年
度　

　
　

20
年
度　

平
成
19
年
度

＜一般会計決算の内訳＞＜一般会計決算の内訳＞

町民の皆さんからの
税金など

自治会事務委託料、緑地
運動公園・リバートピア
吉岡管理、選挙など

国・県などからの
補助金など

予防接種・健診・
ゴミ処理など

行政の格差をなくすため、
国から交付されたお金

駒寄スマートIC 大
型車対応化、南下
城山防災公園整備
など

まちの借入金の推移 まちの貯金の推移一般会計町債残高
特別会計町債残高
水道事業会計町債残高　　　

110億円

100億円

90億円

80億円

70億円

60億円

50億円

40億円

30億円

20億円

10億円

0

基金残高　　　　

高齢者・障がい者福祉や
保育園、児童手当など

給食や小・中学校、スポー
ツ施設の維持管理など

　
　

28
年
度

　
　

27
年
度　

　
　

26
年
度　

　
　

25
年
度　

　
　

24
年
度　

　
　

23
年
度　

　
　

22
年
度　

　
　

21
年
度　

　
　

20
年
度　

平
成
19
年
度

その他交付金等
4億7050万円
6.5％

議会費
1億161万円
1.4％

その他
4998万円
0.7％

借金返済金
5億6650万円
7.9％

町債（借入金）
4億1880万円
5.8％

消防費
3億693万円
4.3％

その他交付金等
4億7050万円
6.5％
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平成２８年度　特別会計決算
　まちには、一般会計のほか、７つの特別会計と１つの企業会計があります。特別会計は、特定の事
業や特定の収入で事業を行う場合に、一般会計と区別して設置します。
　各会計の決算額は以下のとおりです。

まちの財政は
「健全」

１　健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－　　％ －　　％ 10.7％ －　　％
（　　　　15.0）（　　　　20.0）（　　　　25.0） （　　　350.0）

〔10.5％〕 〔－％〕

備考　各比率の早期健全化基準は（　）内に記載
　　　実質赤字額がない場合「－」を記載　　前年度は〔　　〕に記載

２　資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率

水道事業会計特別会計 －　％

公共下水道事業特別会計 －　％

農業集落排水事業特別会計 －　％
備考　資金不足がない場合「－」を記載

ミ
ニ
解
説

平成２８年度　会計別決算額 

会　　　計　　　名 歳　　　　入 歳　　　　出
一般会計 ７２億４７３７万円 ７１億７６０７万円
学校給食事業特別会計 １億１３９８万円 １億１３７１万円
公共下水道事業特別会計 ３億４５３１万円 ３億４５０１万円
国民健康保険事業特別会計 ２２億９８１１万円 ２２億８２７０万円
農業集落排水事業特別会計 １億５１９６万円 １億５１８６万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計 ３６２万円 ３６２万円
介護保険事業特別会計 １３億５２５６万円 １３億２６７５万円
後期高齢者医療事業特別会計 １億６６７８万円 １億６３５１万円

会　　　計　　　名 収　　　　　入 支　　　　出

水道事業会計
特別会計

収益的収支 ４億２４００万円 ４億　４４３万円
資本的収支 ６８２５万円 ２億２３１７万円

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補
ほ て ん

填しました。

（万円未満は四捨五入）

　財政健全化判断比率および資金不足比率が報告されました。健全
化判断比率のうちいずれかが早期健全化基準以上になった場合は、
財政健全化計画を策定し、財政の健全化をはかることとなります。
　まちの平成２８年度決算では、いずれの数値も早期健全化基準な
どを下回っています。なお、将来負担比率については、昨年同様発
生しませんでした。

早期健全化基準 ・・・・・・・・・地方公共団体の財政の健全性に関する基準。

実質赤字比率 ・・・・・・・・・・・・一般会計と一部の特別会計を合わせた赤字の割合。

連結実質赤字比率 ・・・・・・すべての会計を合わせた赤字の割合。

実質公債費比率 ・・・・・・・・・借入金の返済額とこれに準ずる経費の割合。

将来負担比率 ・・・・・・・・・・・・将来負担すべき実質的負債の割合。

資金不足比率 ・・・・・・・・・・・・事業規模から見た各公営企業の資金不足の割合。
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借
入
金
の
繰
り
上
げ
返
済
に
4
億
円

平
成
29
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
６
億
６
１
１

７
万
円
を
追
加
し
、
総
額

77
億
５
６
３
５
万
円
と
し

ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、

地
方
交
付
税
６
８
４
５
万

円
、
基
金
繰
入
金
５
億
６

８
２
万
円
、
前
橋
市
よ
り

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
負
担

金
５
３
８
２
万
円
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

公
債
費
の
繰
り
上
げ
償
還

に
４
億
１
６
５
２
万
円
、

役
場
西
駐
車
場
整
備
事

業
に
２
０
０
２
万
円
の
増

額
。
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ

く
り
に
７
０
０
万
円
、
文

化
セ
ン
タ
ー
東
側
自
動
ド

ア
設
置
事
業
に
１
１
０
２

万
円
の
増
額
。
さ
ら
に
駒

寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、
南
下

城
山
防
災
公
園
整
備
事
業

や
、
今
後
の
商
工
業
、
交

通
や
環
境
整
備
の
た
め
の

調
査
・
整
備
研
究
な
ど
に

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

公
債
費
の
繰
り
上
げ

償
還
で
浮
く
金
額
は
。

将
来
的
に
支
払
う
こ

と
と
な
っ
て
い
た
２

２
２
５
万
円
で
す
。

拡張予定の役場西駐車場

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

歳
　
　
入

歳
　
　
出

問答

９月

会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計 ６億６１１７万円 ７７億５６３５万円

学校給食事業特別会計 ▲３万円 １億１７０４万円

公共下水道事業特別会計 ２２０万円 ４億　５５８万円

国民健康保険事業特別会計 １０９２万円 ２３億８２０９万円

農業集落排水事業特別会計 ４０２万円 １億６８７１万円

介護保険事業特別会計 １３８２万円 １４億８０６０万円

後期高齢者医療事業特別会計 ３０５万円 １億７３２７万円

水道事業会計特別会計

収益的収支 ▲１９５万円 ４億　２１６万円

資本的収支 ▲１万円 ２億５６９４万円

平成２９年度　各会計別補正予算の状況
（万円未満は四捨五入）
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　予算決算常任委員会が９月４・
５・６日、総務常任委員会が１１
日、文教厚生常任委員会が１２日、
産業建設常任委員会が１３日に行
われ、付託された議案などについ
て審査しました。

２
５
枚
購
入
の
た
め
の
支

出
。

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
助
成
金

申
請
し
て
も
、
承
認

待
ち
が
続
い
て
い
る

状
況
に
あ
る
の
で
は
。

当
該
年
度
の
要
望
を

精
査
し
た
結
果
で
あ

り
、
承
認
待
ち
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
修
委
託

改
修
に
よ
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を

職
員
が
行
え
る
よ
う
だ
が
、

今
後
の
更
新
業
務
の
委
託

は
ど
う
な
る
の
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改

修
で
、
※１

Ｃ
Ｍ
Ｓ
導

入
に
よ
り
、
担
当
課
の
依

頼
を
も
と
に
総
務
課
で
更

新
し
て
い
る
。
現
在
サ
ポ

ー
ト
費
用
が
か
か
っ
て
い

る
が
、
職
員
が
作
業
に
慣

れ
れ
ば
、
費
用
は
減
少
す

る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
乗
り
合
い
バ
ス

グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー

や
高
校
生
通
学
補
助

な
ど
を
合
わ
せ
て
、
総
合
的

な
対
応
が
で
き
な
い
の
か
。

内
部
の
検
討
課
題
と

し
て
い
き
た
い
。

　

付
託
さ
れ
た
、
平
成
28

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。町

　
税

町
民
税
の
滞
納
・
不

納
欠
損
件
数
が
改
善

さ
れ
た
理
由
は
。

平
成
28
年
度
は
一
斉

催
促
を
年
２
回
か
ら

３
回
に
増
や
し
、
戸
別
訪

問
の
強
化
に
努
め
た
。

固
定
資
産
税

収
入
未
済
額
減
額
へ

の
取
り
組
み
は
。

固
定
資
産
な
の
で
、

差
し
押
さ
え
な
ど
を

強
化
し
た
（
平
成
27
年
で

14
件
、平
成
28
年
で
13
件
）。

相
続
人
が
不
明
な
土
地

は
、
調
査
を
進
め
る
な
ど

予
算
決
算
常
任
委
員
会

の
対
応
を
取
っ
て
い
る
。

た
ば
こ
税

税
収
が
年
約
３
０
０

万
円
減
少
し
て
い
る

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

加
熱
式
タ
バ
コ
の
普

及
な
ど
に
よ
り
、
今

後
は
減
収
傾
向
が
加
速
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

地
方
交
付
税

減
少
傾
向
だ
が
、
そ

の
理
由
と
今
後
の
見

通
し
は
。

国
の
地
方
財
政
計
画

に
よ
る
地
方
交
付
税

の
総
額
の
減
額
な
ど
が
主

な
理
由
。
今
後
も
こ
の
傾

向
が
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。

延
長
保
育
料
保
護
者
負
担
金

平
成
26
年
度
比
で
３

倍
以
上
急
増
し
て
い

る
理
由
は
。

平
成
27
年
度
は
の
べ

１
３
８
０
人
が
利
用
、

歳
　
　
入

問

問問

問

問 答答

問 答答

 

寄
付
金
３
６
７
３
万
円
に

平
成
28
年
度
は
の
べ
２
８

４
５
人
が
利
用
。
延
長
保

育
を
は
じ
め
る
園
が
増
え

れ
ば
、
そ
れ
に
と
も
な
い

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

寄
付
金

一
般
寄
付
金
（
７
件

３
６
７
３
万
円
）
の

使
途
は
。

１
５
０
０
万
円
を
教

育
文
化
振
興
基
金
と

し
、
文
化
財
事
務
所
新
築

移
転
工
事
に
あ
て
る
。
ほ

か
は
一
般
財
源
と
す
る
。

消
耗
品
費（
地
域
間
交
流
事
業
）

ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
。

ほ
と
ん
ど
が
、
平
成

28
年
の
大
樹
町
の
水

害
支
援
に
よ
る
も
の
で
、

背
負
い
式
飲
料
水
袋
２
０

問

問問

答

答答

答

答答

文化財事務所移転により、
まちの農業遺産などの保存も望まれる。

問

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

歳
　
　
出
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高
校
生
等
通
学
支
援
事
業
補
助
金

補
助
金
対
象
者
が
実

質
10
人
は
少
な
い
。

周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。
も
っ
と
低
い

金
額
か
ら
補
助
対
象
に
し

て
は
ど
う
か
。

周
知
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
で
は
広

報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案

内
、
卒
業
す
る
中
学
生
に

チ
ラ
シ
を
配
布
。
対
象
を

７
千
円
以
上
と
し
た
結

果
、
現
時
点
で
は
月
換
算

で
対
前
年
３
倍
以
上
増
加

し
て
い
る
。

温
泉
施
設
改
修
工
事

温
泉
施
設
改
修
で
高

額
出
費
が
続
い
て
い

る
が
、今
後
の
見
通
し
は
。

施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
の
で
、
あ

る
程
度
は
発
生
す
る
と
見

込
ま
れ
る
。
特
に
空
調
関

係
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

駒
寄
幼
稚
園
園
舎

建
て
替
え
助
成

こ
れ
に
よ
り
、
駒
寄

幼
稚
園
が
幼
保
連
携

型
認
定
子
ど
も
園
に
な
り
、

３
歳
未
満
児
の
受
け
入
れ

が
可
能
と
な
っ
た
が
、
本

年
度
の
利
用
状
況
は
。

９
月
１
日
現
在
で
０

歳
児
６
人
、
１
歳
児

11
人
、
２
歳
児
16
人
と
な

っ
て
い
る
。

資
源
ご
み
回
収
事
業
補
助

人
口
増
加
の
中
、
回

収
量
は
減
少
し
て
い

る
。
自
治
会
、
育
成
会
な

ど
を
通
じ
働
き
か
け
強
化

を
。

自
治
会
連
合
会
を
通

じ
※２

３
Ｒ
政
策
強
化

に
努
め
た
い
。

鳥
獣
駆
除
委
託

今
後
も
鳥
獣
害
対
策

を
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
な
か
で
、
猟
友
会

の
高
齢
化
お
よ
び
会
員
数

減
少
傾
向
へ
の
対
応
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

※３

実
施
隊
の
編
成
に

よ
る
充
実
を
考
え
て

い
る
。大

榛
橋
掛
け
替
え

大
幅
に
時
間
が
か
か

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

国
の
補
助
金
の
減
少

に
よ
り
遅
れ
が
出
て

き
て
い
る
が
、
平
成
30
年

度
中
に
は
工
事
は
終
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

南
下
城
山
防
災
公
園
整
備

平
成
28
年
度
の
工
事

内
容
は
。

造
成
工
事
と
既
存
の

樹
木
の
移
植
、
階
段

の
設
置
、
盛
り
土
で
古
墳

を
守
る
工
事
、
竹
林
の
伐

採
と
周
辺
に
竹
が
生
え
な

い
た
め
の
防
護
措
置
な
ど
。

備
蓄
用
食
料
・
防
災
倉
庫

防
災
倉
庫
備
蓄
に
つ
い

て
、
今
後
の
考
え
は
。

予
算
の
範
囲
内
で
増

や
し
て
い
き
た
い
。

備
蓄
食
料
な
ど
に
つ

い
て
は
、
災
害
の
比

較
的
少
な
い
ま
ち
よ
り
、

ほ
か
の
自
治
体
へ
の
支
援

が
多
く
な
る
こ
と
も
想
定

し
て
い
る
か
。

ほ
か
の
自
治
体
に
も

支
援
が
出
来
る
よ
う

に
、
役
場
で
ア
ル
フ
ァ
米

を
は
じ
め
と
す
る
備
蓄
を

し
て
い
る
。
災
害
時
応
援

協
定
を
結
ん
で
い
な
く
て

も
、
支
援
し
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
で
い
る
。

※４

Ａ
Ｌ
Ｔ
報
酬

大
幅
な
増
加
に
な
っ

た
が
、
主
な
理
由
は
。

平
成
28
年
10
月
よ
り

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
２
人
に
増

え
た
た
め
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
任
用
１
人

と
、
ま
ち
の
直
接
雇
用
に

よ
る
任
用
１
人
と
な
っ
た
。

※５
ス
ポ
ー
ツ
エ
キ
ス
パ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
エ
キ
ス
パ
ー

ト
配
置
は
、
顧
問
の
教

諭
の
負
担
減
に
な
っ
た
か
。

時
間
的
な
軽
減
に

は
な
ら
な
い
が
、
顧

問
に
一
番
の
負
担
と
な
る
、

専
門
的
指
導
に
つ
い
て
の

負
担
は
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
継
続
し
て
同
じ
人

に
見
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
の
効
果
も
あ
る
。

大
樹
町
子
ど
も
交
流

交
流
事
業
を
年
２
か

ら
３
回
に
分
け
て
、

多
く
の
児
童
が
行
け
る
よ

う
に
は
で
き
な
い
の
か
。

夏
休
み
な
ど
児
童
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関

係
で
不
可
能
で
あ
る
。

問

問

問

問

問

問

問

問問

問問

問

答答

答答

答

答

答

答答

答

答

答

よしおか温泉のポンプ交換工事

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

※１
Ｃ
Ｍ
Ｓ

専
門
的
な
知
識
が
な
く
て
も
、
簡
単
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
・
管
理
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。

※２
３
Ｒ
政
策

経
済
産
業
省
が
推
進
し
て
い
る
、
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る

た
め
の
政
策
。
３
Ｒ
は
、リ
デ
ュ
ー
ス（
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
）

リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
を
さ
す
。

※３
実
施
隊

対
象
鳥
獣
の
捕
獲
、
防
護
柵
の
設
置
と
い
っ
た
実
践
的
活
動

を
担
う
。

※４
Ａ
Ｌ
Ｔ

外
国
語
指
導
助
手
。
英
語
を
母
語
と
す
る
外
国
人
に
よ
り
、

児
童
・
生
徒
の
英
語
発
音
や
国
際
理
解
教
育
の
向
上
を
目
的

と
し
て
い
る
。

※５
ス
ポ
ー
ツ
エ
キ
ス
パ
ー
ト

中
学
の
部
活
動
を
専
門
的
に
指
導
す
る
外
部
講
師
。

ミニ解説
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一
般
会
計
補
正
予
算
を

含
む
議
案
３
件
、
認
定
１

件
、
陳
情
１
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り

花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ

く
り
の
、
７
０
０
万

円
の
具
体
的
な
内
容
は
。

ぐ
ん
ま
づ
く
り
協
議

会
へ
の
負
担
金
、
花

苗
２
万
株
購
入
、
会
場
づ

く
り
の
設
計
、
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
経
費
な
ど
。

花
苗
の
植
え
方
は
。

小
学
生
の
花
育
授
業

で
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の

植
え
込
み
。
町
民
参
加
の

花
壇
で
は
、
自
治
会
に
協

力
を
依
頼
し
た
い
。

公
債
費

公
債
費
返
済
に
４
億
１

６
５
２
万
円
で
、
今

後
の
実
質
公
債
費
比
率
は
。

３
年
後
に
は
、
１・
５

か
ら
２・
０
％
下
が
る

と
考
え
る
。

役
場
西
駐
車
場

役
場
西
駐
車
場
整
備

に
、
２
０
０
２
万
円

が
計
上
さ
れ
た
が
。

役
場
西
駐
車
場
の
西

側
に
、
２
３
１
４
平

方
㍍
拡
げ
る
。
60
か
ら
70

台
分
を
確
保
で
き
る
。

吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー

文
化
セ
ン
タ
ー
自
動

ド
ア
設
置
に
、
１
１

０
２
万
円
の
内
容
は
。

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
東
側
に
自
動
ド
ア

を
設
置
。
花
と
緑
の
ぐ
ん

ま
づ
く
り
の
会
場
に
向
け

て
、
ふ
れ
あ
い
公
園
と
の

一
体
的
活
用
を
は
か
る
。

企
業
誘
致
調
査

企
業
誘
致
調
査
研
究

４
０
０
万
円
の
内
容

は
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

西
部
の
工
業
誘
致
エ

リ
ア
の
実
態
調
査
を
し
、

構
想
計
画
を
立
て
る
も
の
。

年
度
内
に
と
り
ま
と
め
た

い
。

総
務
常
任
委
員
会

産業建設常任委員会

問問問

問

問

問

答答

答答

答答

 
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り 

来
年
４
月
開
催

公共下水道事業の拡張計画が進む

　

議
案
３
件
、
認
定
３
件

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業
の

拡
張
計
画
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状

況
は
。平

成
28
年
度
は
、
全

体
計
画
、
事
業
計
画

の
変
更
認
可
の
申
請
を
行

い
、
認
可
を
受
け
た
。

平
成
28
年
度
公
共
下

水
道
分
担
金
の
滞
納

繰
越
分
が
、
平
成
27
年
度

よ
り
増
え
た
の
は
。

合
併
浄
化
槽
か
ら
の

公
共
下
水
道
切
り
替

え
へ
の
理
解
が
進
ま
ず
、

予
定
ど
お
り
の
収
納
が
で

き
な
い
。

水
道
水
と
井
戸
水
を

併
用
し
て
い
る
家
の

下
水
道
の
つ
な
ぎ
込
み
や
、

使
用
料
金
は
。

確
認
は
し
て
い
な
い

が
調
査
す
る
。

下
水
道
使
用
料
の
滞

納
繰
越
分
の
件
数
は
。

１
０
８
６
件
、
83
人

分
。

問問問問 答答答答

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

ま
ち
の
特
色
を
出
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

雇
用
の
確
保
が
で

き
、
流
通
の
良
さ
を

生
か
せ
る
企
業
を
考
え
て

い
る
。

将
来
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

開
発
な
ど
に
と
も
な

う
、
将
来
交
通
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
、
３
０

０
万
円
の
内
容
は
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

の
東
西
の
現
道
路
を

も
と
に
、
将
来
の
交
通
の

流
れ
と
問
題
点
を
洗
い
出

す
。
客
観
的
デ
ー
タ
が
今

後
整
備
を
す
る
た
め
に
は

必
要
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

大
型
化
事
業
工
事
の

進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
は
。

上
り
線
側
町
道
拡
張

部
は
今
年
度
末
に
終

了
。
全
体
の
工
事
は
平
成

32
年
度
に
終
了
の
予
定
。

問問問 答答答

町民の力で盛大に！
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議
案
６
件
お
よ
び
認
定

４
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

交
流
施
設
に
関
す
る
条
例

施
設
設
置
の
目
的
は
。

誰
で
も
気
軽
に
寄
っ

て
も
ら
う
、
認
知
症

カ
フ
ェ
と
し
て
活
用
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の
確
保

と
、
育
成
の
場
所
と
し
て

も
活
用
。

完
成
予
定
は
。

平
成
29
年
12
月
に
開

設
予
定
。

学
校
給
食
事
業

未
納
家
庭
へ
の
対
策

は
。

保
護
者
へ
の
督
促
状

や
、
電
話
に
よ

る
納
入
依
頼
な

ど
に
よ
り
、
不

納
欠
損
扱
い
に

な
ら
な
い
よ
う

対
応
し
て
い
る
。

国
民
健
康

保
険
事
業

24
人
が
、

不
納
欠
損

に
至
っ
た
理
由

は
。

滞
納
者
に

換
価
す
る

財
産
が
な
い
た

め
、
滞
納
処
分
の
執
行
停

止
を
行
い
、
こ
れ
が
３
年

を
経
過
し
時
効
を
迎
え
た

も
の
で
あ
る
。

４
５
６
人
の
、
未
納

者
に
対
す
る
徴
収
計

画
は
。督

促
状
や
年
３
回
の
催

告
書
の
発
送
、
差
し
押

さ
え
、
分
納
誓
約
書
の
取
り

交
わ
し
な
ど
を
行
い
、
滞
納

額
の
減
少
に
努
め
て
い
る
。

平
成
30
年
度
か
ら
の

国
保
運
営
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
か
。

ま
ち
と
県
が
共
同
で

運
営
す
る
形
に
変
わ

る
が
、
保
険
証
の
発
行
や
保

険
給
付
な
ど
の
窓
口
業
務

は
、従
来
通
り
ま
ち
で
行
う
。

保
険
税
は
ど
う
な
る

の
か
。

ま
ち
の
保
険
税
は
、

現
在
試
算
中
。

介
護
保
険
事
業

認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
研
修
会
の

内
容
は
。

本
稼
働
は
、
平
成
29

年
度
で
あ
る
が
、
準

備
期
間
段
階
で
、
精
神
福

祉
士
１
人
が
研
修
を
受
け

た
も
の
。    

認
定
調
査
委
託
と
は
。

原
則
、
３
人
の
嘱
託

職
員
が
、
対
応
し
て

い
る
が
、
対
応
仕
切
れ
な

い
分
を
、
外
部
の
民
間
施

設
に
委
託
し
て
い
る
も
の
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

普
通
徴
収
保
険
料
未

納
者
の
内
訳
は
。

現
年
度
分
10
人
、
滞

納
繰
り
越
し
分
が
２

人
の
合
計
12
人
。

上
下
水
道
料
金
の
コ

ン
ビ
ニ
収
納
の
件
数

は
。

４
２
７
７
件
。

口
座
振
替
収
納
に
、

ポ
イ
ン
ト
制
の
カ
ー

ド
の
使
用
は
で
き
な
い
か
。

今
の
と
こ
ろ
は
考
え

て
い
な
い
。
今
後
検

討
し
て
い
く
。

農
業
集
落
排
水
事
業

炭
化
処
理
施
設
の
稼

働
は
。

平
成
28
年
度
中
、
炭

化
処
理
施
設
は
未
稼

働
。
今
後
の
稼
働
は
未
定
。

管
理
調
査
委
託
料
、

工
事
の
決
定
方
法
は
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問

問

問

問問問

問問

問 問

答

答

答

答

答答答

答答

答

工事が進む老朽管布設替（下野田地区）

開設が待たれる認知症カフェ

 
地
域
福
祉
交
流
施
設
に
関
す
る
条
例
制
定

指
名
競
争
入
札
で
行

っ
て
い
る
。

水
道
事
業

水
道
事
業
資
本
的
収

入
の
補
助
金
の
内
容

は
。

防
衛
省
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
老
朽
管

布
設
替
工
事
を
し
、
石
綿

管
の
更
新
を
進
め
る
。

公
共
下
水
道
事
業
補
正

公
共
下
水
道
事
業
２

２
０
万
円
の
補
正
の

内
容
は
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

国
庫
補
助
金
の
増
額
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
管か

ん
き
ょ渠

整
備
に
と
も
な
う
建
設
費

の
増
額
。

問

問問

問問問 答

答答 答

答答

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他
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国
民
健
康
保
険
は
低
所
得
者
が

多
く
、
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い

状
況
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
市
町
村
の
50
％
は
国
の

補
助
金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
25
％
と
半
分
に
減

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
国
保

加
入
者
４
人
の
う
ち
３
人
は
非
正

規
労
働
者
か
、
年
金
生
活
者
や
無

職
の
人
た
ち
で
す
。
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
、

値
下
げ
は
十
分
可
能
だ
と
考

え
ま
す
。
以
上
の
理
由
か

ら
反
対
討
論
と
い
た

し
ま
す
。

教育委員
木暮伸晴さん

新
教
育
委
員
に木暮 

伸
晴 

さ
ん 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

狩
野 

清
孝 

さ
ん 

　

教
育
委
員
の
竹
内
邦
夫

さ
ん
が
平
成
29
年
９
月
30

日
で
任
期
満
了
と
な
り
ま

し
た
。

　

町
長
か
ら
新
た
に
教
育

委
員
と
し
て
、
木
暮
伸
晴

さ
ん
（
大
久
保
・
45
歳
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

を
求
め
ら
れ
、
議
会
は
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
は
教
育
委
員
会

　

人
権
擁
護
委
員
に
狩
野

清
孝
さ
ん
（
大
久
保
・
66

歳
）
を
推
薦
す
る
町
長
の

諮
問
に
対
し
、
議
会
は
全

会
一
致
で
適
任
と
認
め
答

申
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人

権
相
談
や
人
権
思
想
の
啓

の
審
議
の
ほ
か
、
学
校
行

事
・
会
議
へ
の
参
加
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

任
期
は
４
年
で
す
。

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

陳　情

件　　名 申請者 結　果

陳情 第３号
「全国森林環境税の創設に関する意見書
採択」に関する陳情

全国森林環境税創設促進議員連盟
会長　板垣　一徳

不採択
賛成０　反対15

人権擁護委員
狩野清孝さん

発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

任
期
は
３
年
で
す
。

　

群
馬
県
は

平
成
26
年
度
か

ら
導
入
さ
れ
た 

※ 

「
ぐ
ん
ま
緑
の
県

民
税
」
が
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
陳
情
書
は
、

県
内
市
町
村
の
動
向
を

見
て
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

審
査
の
結
果
全
会
一

致
で
不
採
択
で
す
。

  

陳
情
第
３
号

「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る

意
見
書
採
択
」
に
関
す
る
陳
情

認
定
第
４
号

平
成
28
年
度
吉
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

総務常任委員長
岩﨑 信幸 議員

委
員
会
審
査
報
告

反
対
討
論

小池 春雄 議員

※
「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税
」

大
切
な
森
林
を
守
る
た
め
の
財
源
で
、
国

庫
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
森
林
な
ど
の
整

備
の
ほ
か
、
市
町
村
提
案
型
事
業
と
し
て

住
宅
や
道
路
周
辺
の
山
里
、
平
地
林
、
竹

林
な
ど
身
近
な
森
林
の
整
備
に
活
用
し
た

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
森
林
教
育
も

推
進
し
て
い
る
。

ミニ解説
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賛否一覧

議員名　　

　　議案名および内容

結果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

富
岡
　
大
志

大
林
　
裕
子

金
谷
　
康
弘

五
十
嵐
善
一

柴
﨑
德
一
郎

竹
内
　
憲
明

髙
山
　
武
尚

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

岩
﨑
　
信
幸

平
形
　
　
薫

山
畑
　
祐
男

小
池
　
春
雄

岸
　
　
祐
次

馬
場
　
周
二

議
　
案

第３１号
個人情報保護条例及び情報公開条例
の一部改正…個人情報の定義が明確
化されたことなどによるもの

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３２号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する一部改正…農業委
員及び農地利用最適化推進委員の報酬
に、実績に応じた報酬を支払うもの

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３３号 地域福祉交流施設の設置及び管理に
関する条例の制定…１１ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３４号
介護保険条例の一部改正…介護保険
法等の一部を改正する法律の施行に
伴い改めるもの

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認
　
定

第１号 平成２８年度一般会計歳入歳出決算
認定…４・５ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 平成２８年度学校給食事業特別会計
歳入歳出決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 平成２８年度公共下水道事業特別会
計歳入歳出決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号 平成２８年度国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算認定…６ページ参照 14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

第５号 平成２８年度農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号
平成２８年度住宅新築資金等貸付事
業特別会計歳入歳出決算認定…６
ページ参照

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号 平成２８年度介護保険事業特別会計
歳入歳出決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号 平成２８年度後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 平成２８年度水道事業会計利益の処
分及び決算認定…６ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議
　
案

第３５号 平成２９年度一般会計補正予算…７
ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３６号 平成２９年度学校給食事業特別会計
補正予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３７号 平成２９年度公共下水道事業特別会
計補正予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３８号 平成２９年度国民健康保険事業特別
会計補正予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３９号 平成２９年度農業集落排水事業特別
会計補正予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４０号 平成２９年度介護保険事業特別会計
補正予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４１号 平成２９年度後期高齢者医療事業特
別会計補正予算…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４２号 平成２９年度水道事業会計補正予算
…７ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同
意

第５号 教育委員会委員の任命…１２ページ
参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮
問

第２号 人権擁護委員候補者の推薦…１２
ページ参照 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳
情

第３号
「全国森林環境税の創設に関する意
見書採択」に関する陳情…１２ペー
ジ参照

0 15 否 × × × × × × × × × × × × × × × －

※賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退　除斥…除　※議長は採択に加わらないため「－」で表示

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他
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定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

議員 3 人議員 3 人一般
質問

■金谷　康弘議員（１５ページ）
１．防災関連
２．文化関連	
３．安全関連
４．農業関連

■柴﨑　德一郎議員（１６ページ）
１．スポーツ推進で健康長寿のまちづくりを
２．利根川河川敷未整備地の有効活用策を
３．子どもの貧困対策に向けて
４．地域課題について

■小池　春雄議員（１７ページ）
１．学校給食無料化
２．就学援助制度
３．介護保険総合事業
４．スラグの撤去

９月定例会の一般質問は８日に
行われました。
紙面の都合により要約してお伝えします。
なお、詳しい内容は吉岡町図書館に備えてある
会議録で確認できます。
また、平成２１年第１回定例会以降の会議録は、
吉岡町ホームページでもご覧になれます。

インターネット配信中です

本会議の様子を生中継、録画でも配信。 吉岡町議会 検 索アクセス方法は

一般質問は、執行機関が提出した
議案と関係なく、まちの行政全般にわたって、

議員個人が執行機関に質問し、
見解を求めるものです。

吉岡町では、質問および答弁をあわせて、
１人６０分の持ち時間があります。
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方
㍍
で
事
務
室
・
展
示
ス

ペ
ー
ス
兼
実
習
室
・
収
蔵

庫
・
図
書
室
・
倉
庫
で
構
成
。

文
化
財
事
務
所
の
運

用
方
法
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

ま
ち
の
歴
史
が

概
観
で
き
る
よ
う
文
化
財

を
展
示
。
古
墳
・
養
蚕
文

化
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ

を
定
め
た
展
示
を
行
う
。

金谷康弘  議員

小
・
中
学
校
に
防
災

倉
庫
（
備
蓄
品
）
の

設
置
を
。

町
民
生
活
課
長　

明

治
・
駒
寄
両
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
設
置
が
決

定
。
中
学
校
も
今
後
検
討
。

備
蓄
品
は
ア
ル
フ
ァ
米
１

０
０
０
食
分
を
検
討
中
で
、

今
後
増
や
し
て
い
く
考
え
。

ア
ル
フ
ァ
米
、
ほ
か

備
蓄
品
の
ア
レ
ル
ギ

ー
対
策
は
。

町
民
生
活
課
長　

ア

ル
フ
ァ
米
な
ど
に
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
で
あ
る

使
用
品
目
の
表
示
の
あ
る

物
、
そ
の
使
用
品
目
数
の

少
な
い
か
、
も
し
く
は
ま

っ
た
く
な
い
物
を
選
ん
で

購
入
。
ま
た
ア
レ
ル
ゲ
ン

フ
リ
ー
の
備
蓄
品
も
購
入
。

学
校
給
食
で
何
か
あ

っ
た
と
き
、
備
蓄
品

の
提
供
は
。

町
民
生
活
課
長　

学

校
給
食
は
衛
生
、
健

康
面
を
考
慮
し
た
物
を
提

供
。
災
害
時
な
ら
ば
い
ざ

知
ら
ず
、
給
食
の
代
替
え

は
難
し
い
。

福
祉
避
難
所
と
し
て

の
保
健
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
防

災
倉
庫
お
よ
び
備
蓄
品
の

状
況
は
。

町
長　

保
健
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
役
場

に
防
災
倉
庫
を
２
つ
設
置
。

備
蓄
品
と
し
て
お
粥
、
粉

ミ
ル
ク
、
哺
乳
瓶
な
ど
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

昨
年
防
災
倉
庫
を
設
置
し

た
と
こ
ろ
で
、
備
蓄
品
に

つ
い
て
は
社
協
と
検
討
。

福
祉
避
難
所
と
し
て

老
人
施
設
と
の
協
定

は
。

町
長　

健
康
福
祉
課

と
協
議
し
た
い
。

飲
料
水
の
確
保
と
し

て
、
井
戸
水
の
利
用

を
。

町
長　

三
国
コ
カ
・

コ
ー
ラ
、
伊
藤
園
と

災
害
時
に
お
け
る
協
定
を

結
び
、
飲
料
水
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
に
。
ま
た
渋

川
市
と
応
急
給
水
に
関
す

る
協
定
も
結
ん
で
い
る
。

利
根
川
の
洪
水
浸
水

想
定
区
域
図
を
鑑か

ん
が

み

た
、
吉
岡
町
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
改
正
の
注
意
点

は
。

町
長　

県
と
市
町
村

で
「
群
馬
県
減
災
対

策
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

協
議
中
、
こ
れ
に
合
わ
せ

マ
ッ
プ
の
改
正
を
検
討
中
。

文
化
財
事
務
所
の
基

本
設
計
内
容
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

鉄
骨
、
１
階
建

て
延
べ
床
面
積
３
０
５
平

問問

問

問問

問

問

問

問

答答

答

答答

答答

答

答

　 

本
年
度
明
治
小
・駒寄

小
に
設
置

 　92 坪、事務室・展示室
兼実習室など

小
・
中
学
校
に

防
災
倉
庫
の
設
置
を

文化財事務所の基本計画は

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ

く
り
の
計
画
状
況
は
。

産
業
建
設
課
長　

桜

咲
く
4
月
か
ら
１
カ

月
間
、
役
場
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
道
の
駅
よ
し
お
か

温
泉
を
会
場
に
開
催
。
本

事
業
は
、
記
念
す
べ
き
第

10
回
の
開
催
と
な
る
こ
と

か
ら
、
役
場
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

災害時に役立つ非常用食品

問答

答

答
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定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

町
民
生
活
課
長　

現

在
設
定
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
ち
は
、
非
常
時
に
見

回
り
対
応
し
て
い
る
。

都
市
計
画
道
路
・
漆

原
総
社
線
未
整
備
地

区
の
見
直
し
と
は
。

産
業
建
設
課
長　

未

整
備
区
間
に
お
け
る

ル
ー
ト
の
概
略
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

柴﨑德一郎 議員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
で
健

康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
を
。町

長　

さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
施
策
で
全

町
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
す
る
「
健
康
ま

つ
り
」
と
は
。

健
康
福
祉
課
長　

よ

し
お
か
健
康
推
進
協

議
会
発
足
５
周
年
を
記
念
し

て
、
11
月
26
日
（
日
）
に
開

催
す
る
。

職
員
の
健
康
増
進
活

動
の
一
環
と
し
て
、

ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
さ
れ

て
は
。総

務
政
策
課
長　

住

民
理
解
が
得
難
く
、
実

施
は
む
ず
か
し
い
。

吉
岡
中
で
の
部
活
外

部
指
導
者
の
現
況
は
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
体
育
協
会
専
門
部
の
指

導
員
資
格
者
の
現
況
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

ま
ち
単
独
の
ス

ポ
ー
ツ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
事
業

で
７
部
活
９
人
の
指
導
依

頼
。ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

１
団
当
た
り
２
人
以
上
の
有

資
格
者
登
録
を
義
務
付
け
、

体
協
専
門
部
は
、
個
々
の
対

応
で
あ
る
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
推
進
の
考
え

は
。

町
長　

心
豊
か
な
環

境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

日
本
・
群
馬
県
体
育

協
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ

協
会
と
名
称
変
更
し
、
組

織
改
善
を
進
め
て
い
る
が
、

ま
ち
の
考
え
は
。

教
育
長　

体
育
協
会

長
ら
に
趣
旨
を
伝
え

る
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
づ
く
り
部
門
の

統
合
な
ど
、
庁
内
の
機
構

改
革
の
検
討
時
期
で
は
。

町
長　

よ
り
大
き
な

視
野
で
と
ら
え
た
組

織
・
体
制
づ
く
り
を
念
頭
に

検
討
す
る
。

左
岸
域
（
県
消
防
学

校
西
側
）
緑
地
公
園

広
場
の
活
用
策
は
。

町
長　

前
橋
市
田
口

町
自
治
会
の
管
理
下

で
あ
る
が
、
吉
岡
町
民
の
利

用
も
可
。

右
岸
域
（
ケ
イ
マ
ン

ゴ
ル
フ
場
南
側
）
を

自
然
公
園
に
活
用
を
。

町
長　

町
民
皆
様
の

意
見
を
参
考
に
検
討

す
る
。右

岸
域（
渋
川
市
境
）

に
ラ
ジ
コ
ン
、
ド
ロ

ー
ン
の
操
作
訓
練
場
を
。

町
長　

隣
接
の
渋
川

市
に
一
定
の
配
慮
が

必
要
。ま

ち
全
体
で
の
防
災

訓
練
の
実
施
予
定
は
。

町
民
生
活
課
長　

自

治
会
や
消
防
団
と
協

議
検
討
す
る
。

吉
岡
川
の
氾
濫
危
険

水
位
の
基
準
は
。

問

問

問問問

問問

問

問

問

問

問

問 答

答

答答答

答

答答

答 答

答

答

答 　 

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
で
、

全
町
的
に
取
り
組
む

ス
ポ
ー
ツ
推
進
で

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を

答

 　町民意見を参考に
検討する

利根川河川敷未整備地区
の有効活用を

答

元気県ぐんま障がい者スポーツフェスタでの、車椅子バスケ体験風景
（吉岡中体育館）
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が
求
め
ら
れ
る
が
。

町
長　

町
民
の
安
心

安
全
の
た
め
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

大
同
特
殊
鋼
渋
川
工

場
よ
り
出
荷
さ
れ
た

鉄
鋼
ス
ラ
グ
が
、
ま
ち
で

も
使
用
さ
れ
、
水
源
の
汚

染
も
心
配
さ
れ
る
。
撤
去

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

町
長　

今
後
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
上
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
重
要
な

担
い
手
だ
が
、
高
齢
化
と

後
継
者
不
足
に
な
っ
て
い

る
。
駒
寄
小
西
の
民
家
を

改
修
し
、
こ
の
施
設
を
核

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
を
考
え
て
い
き
た
い
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
現
在
22

か
ら
31
人
実
施
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
町
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

依
頼
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
も
は
か
っ
て
い
き
た

い
。

小池春雄 議員

こ
れ
ま
で
何
度
も
質

問
し
て
い
る
が
、
学

校
給
食
費
の
無
料
化
は
、

町
長
の
公
約
。
公
約
と
は

当
選
の
暁

あ
か
つ
きに
は
約
束
を
実

現
実
行
す
る
こ
と
だ
。

　

一
部
助
成
は
さ
れ
て
い

る
が
、
ま
だ
無
料
化
は
実

現
さ
れ
て
い
な
い
。
平
成

30
年
度
の
予
算
編
成
も
間

近
に
な
っ
て
い
る
。
任
期

も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
で

あ
る
の
で
、
無
料
化
の
実

現
を
望
む
。

町
長　

公
約
の
中
で
、

無
料
化
に
向
け
て
努

力
す
る
と
か
か
げ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
今
で
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
ま
ち
で
暮

ら
す
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
今
何
が
必
要
か
を
適

正
に
判
断
し
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
優
先
順
位
を

つ
け
て
や
っ
て
い
き
た

い
。

平
成
26
年
度
に
行
わ

れ
た
、
文
部
科
学
省

の
就
学
援
助
制
度
実
施
の

全
国
調
査
で
は
、
平
均
が

15
・
62
％
だ
っ
た
。
群
馬

県
で
は
７
％
で
あ
る
が
、

ま
ち
の
状
況
は
。
周
知
と

拡
充
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長　

ま
ち
の
就

学
助
成
は
２
・
64
％
。

周
知
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
や
、
案
内
書
を

漏
れ
な
く
児
童
生
徒
の
家

庭
に
届
け
て
い
る
。
生
活

扶
助
基
準
の
１
・
３
倍
と

し
て
い
る
が
、
拡
充
は
町

長
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

介
護
制
度
の
改
正
で
、

本
年
４
月
か
ら
介
護

保
険
事
業
が
本
格
ス
タ
ー

ト
し
た
。
※１
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
と

※２

生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
は
各
自
治
体
で
取
り
組

む
事
業
で
、
住
ん
で
い
る

場
所
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
が

違
う
。
ま
ち
で
は
以
前
と

同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が
求

め
ら
れ
る
が
、
今
後
の
実

施
計
画
は
。

問

問

問

問

答

答

答

答

　 

拠
点
整
備
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成

介
護
制
度
の
充
実
を

答

 　 かかげたことに変わりはない

給食費無料化は公約

答

ボランティアによるおいしい配食（老人センター）

※１
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
地
域

の
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、
要
支
援
者
な
ど
に
対

し
て
効
果
的
・
効
率
的
な
支
援
な
ど
を
め
ざ
す
も
の
。

※２
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

総
合
事
業
を
行
う
た
め
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

担
う
事
業
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
支
援
体
制
の
充
実
・
強

化
を
は
か
る
こ
と
。

ミニ解説
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質問事項質問事項 質問事項質問事項

町長答弁町長答弁 町長答弁町長答弁

処理事項処理事項 処理事項処理事項

自主返納者にタクシー利用券の配布を。

質問事項質問事項

健康福祉課長答弁健康福祉課長答弁

処理事項処理事項

高齢者の徘徊対策にＧＰＳの活用を。

公用車の活用に関して

（平成２９年６月議会）

高齢者の運転免許証の返納について

（平成２９年３月議会）

まちにおける認知症対策について

（平成２８年１２月議会）

「走る防犯カメラ」として、

公用車にドライブレコーダーの設置を。

現在バスカードの交付を行っているが、

タクシー券の導入も検討したい。

町民の安全・安心のため、

設置を考えていく。

来年度事業に向け、

靴底タイプを検討したい。

一部公用車に設置を始めている。
平成２９年１０月から

タクシー利用券の配布を実施。

平成２９年４月から導入を始めた。

現在は２人が利用している。

設置拡大が期待される 自主返納者にタクシー券 命を守るGPS

はいかい

一
般
質
問
の

　
　
　 

行
方

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
議
会
の
声

平
成
29
年　
第
２
回
臨
時
会

　

８
月
２
日
に
平
成
29
年
第
２
回
臨
時
議
会
を
行
い
、

報
告
１
件
・
議
案
１
件
・
承
認
１
件
が
提
案
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
設
置
工
事
請
負
契
約
の
締
結

〇
契
約
の
目
的

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
設
置
工
事

〇
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

〇
契
約
金
額

　

６
５
８
８
万
円

〇
契
約
の
相
手
方

　

藤
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

藤
田　

実

工
事
概
要

　

今
回
親
局
設
備
を
役
場
の
放
送
室
に
、
子
局
１
局
を

大
久
保
集
落
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
も
の
。
全
体
計
画

と
し
て
は
親
局
設
備
、
子
局
設
備
21
局
、
移
動
系
無
線

設
備
30
台
、
戸
別
受
信
機
５
１
２
５
台
で
完
成
は
平
成

33
年
度
予
定
。
今
回

の
工
事
で
10
・
7
％

実
施
。こ

の
設
備
は
特

定
の
メ
ー
カ
ー

の
設
計
仕
様
で
は
な

い
の
か
。

メ
ー
カ
ー
指
定

は
し
て
い
な
い
。

問答

「こちらは防災よしおかです」
（役場防災無線室）

防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
に
６
５
８
８
万
円

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

一
般
質
問
の

　
　
　 

行
方
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質問事項質問事項 質問事項質問事項

町長答弁町長答弁 町長答弁町長答弁

処理事項処理事項 処理事項処理事項

自主返納者にタクシー利用券の配布を。

質問事項質問事項

健康福祉課長答弁健康福祉課長答弁

処理事項処理事項

高齢者の徘徊対策にＧＰＳの活用を。

公用車の活用に関して

（平成２９年６月議会）

高齢者の運転免許証の返納について

（平成２９年３月議会）

まちにおける認知症対策について

（平成２８年１２月議会）

「走る防犯カメラ」として、

公用車にドライブレコーダーの設置を。

現在バスカードの交付を行っているが、

タクシー券の導入も検討したい。

町民の安全・安心のため、

設置を考えていく。

来年度事業に向け、

靴底タイプを検討したい。

一部公用車に設置を始めている。
平成２９年１０月から

タクシー利用券の配布を実施。

平成２９年４月から導入を始めた。

現在は２人が利用している。

設置拡大が期待される 自主返納者にタクシー券 命を守るGPS

はいかい

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

賛否一覧

議員名　　

　　議案名および内容

結果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

富
岡
　
大
志

大
林
　
裕
子

金
谷
　
康
弘

五
十
嵐
善
一

柴
﨑
德
一
郎

竹
内
　
憲
明

髙
山
　
武
尚

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

岩
﨑
　
信
幸

平
形
　
　
薫

山
畑
　
祐
男

小
池
　
春
雄

岸
　
　
祐
次

馬
場
　
周
二

承
認第３号

固定資産評価審査委員会補欠委
員の選任…欠員により補欠委員
を選任したため

13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

議
案第３０号

平成２９年度防災行政無線放送
施設デジタル化設置工事請負契
約の締結…１８ページ参照

13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

※賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退　除斥…除　※議長は採択に加わらないため「－」で表示

表

裏

一般質問の行方一般質問の行方
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定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

視 察 研 修 リ   ポ ー ト
議
会
広
報
常
任
委
員
会

情
報
が
伝
わ
る
広
報
に

住
民
と
議
会
を
結
ぶ
議
会
広
報
に
つ
い
て
学
ぶ

町
村
議
会

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
研
修

　

７
月
４
日
、
東
京
、
全

国
町
村
議
員
会
館
で
、
町

村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

研
修
が
、
講
師
長
岡
光
弘

氏
に
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　

１
部
は
議
会
だ
よ
り
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
視
点
と
し

て
、「
住
民
に
情
報
が
伝
わ

る
紙
面
か
」「
住
民
視
点
で

の
編
集
か
」「
住
民
視
点
で

の
紙
面
表
現
か
」
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
住
民
に

読
み
や
す
く
・
分
か
り
や

す
く
す
る
に
は
、「
情
報
の

集
約
化
・
情
報
の
流
れ
が

伝
わ
る
編
集
・
住
民
の
目

を
ひ
く
見
出
し
」
な
ど
を

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
、

参
考
例
文
を
用
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

視
察
研
修

　

８
月
３
日
に
埼
玉
県
寄

居
町
議
会
と
小
川
町
議
会

を
視
察
し
ま
し
た
。
昨
年

度
の
町
村
議
会
広
報
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
寄
居
町
議

会
は
優
良
賞
（
６
位
）、
小

川
町
議
会
は
編
集
・
デ
ザ

イ
ン
部
門
で
奨
励
賞
を
取

っ
て
い
ま
す
。

　

寄
居
町
議
会
「
お
元
気

で
す
か
寄
居
町
議
会
で
す
」

は
、
テ
ー
マ
を
決
め
多
く

の
住
民
に
登
場
い
た
だ
い

て
い
る
・
見
出
し
の
活
用
・

議
員
の
写
真
で
吹
き
出
し

形
式
な
ど
、
さ
す
が
に
優

良
賞
を
取
る
だ
け
に
、
手

に
取
り
読
み
た
く
な
る
よ

う
な
議
会
だ
よ
り
で
、
吹

き
出
し
・
写
真
の
多
用
・

見
出
し
の
活
用
な
ど
の
手

　

２
部
で
は
、
よ
し
お
か

議
会
だ
よ
り
１
１
５
号
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
例
え
ば
「
一
般
質

問
で
見
出
し
に
対
し
て
問
・

答
は
隣
接
に
」「
議
会
を
傍

聴
し
て
・
私
も
ひ
と
こ
と

に
対
応
を
加
え
る
」
な
ど
。

１
１
６
号
よ
り
早
速
反
映

し
て
見
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
８
町
村
の
議
会
だ
よ
り

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
研
修
し
、

お
の
お
の
の
工
夫
の
仕
方

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
の
広
報
編
集
に
参

考
お
よ
び
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

法
は
取
り
入
れ
た
い
点
で

あ
り
ま
す
。

　

小
川
町
議
会
「
お
が
わ

議
会
だ
よ
り
」
は
現
在
84

号
の
発
刊
で
す
が
、
79
号

で
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
試
み
た
そ
う
で
す
。
表

紙
写
真
・
書
体
・
内
容

な
ど
「
挑
戦
」
で
な
く

『
冒
険
』
を
し
た
結
果
、

「
硬
い
・
む
ず
か
し
い
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭

し
、
町
民
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
多

く
の
抵
抗
が
あ
り
大
変

苦
労
し
た
経
過
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
ち
な
み

に
78
号
ま
で
は
よ
し
お

か
議
会
だ
よ
り
と
似
た

パ
タ
ー
ン
で
す
。
吉
岡

町
議
会
は
こ
こ
に
き

て
、
大
胆
な
発
想
を
強

い
ら
れ
る
時
期
か
な
と

痛
感
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
吉
岡
町

議
会
広
報
に
、
取
り
入
れ
る

点
は
取
り
入
れ
、
今
後
の
広

報
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
委
員
長
　
金
谷
　
康
弘
）

宮城県七
し ち が は ま ま ち

ヶ浜町

宮城県亘
わたり ち ょ う

理町

東京都

埼玉県小
お が わ ま ち

川町

埼玉県寄
よ り い ま ち

居町

東
京
都

埼
玉
県

熱心に研修に打ち込む広報委員（寄居町議会）
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定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

視 察 研 修 リ   ポ ー ト
総
務
常
任
委
員
会

全
員
研
修

地
域
防
災
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ

　

８
月
22
日
23
日
、
宮
城

県
七
ヶ
浜
町
と
亘
理
町
で

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

震
災
時
、
食
料
や
飲
料

水
の
確
保
と
救
援
物
資
の

調
達
や
配
布
は
、
備
蓄
で

賄ま
か
な

い
、
徐
々
に
集
ま
っ
た

物
資
を
区
長
や
婦
人
ク
ラ

ブ
、
町
職
員
な
ど
に
よ

り
配
布
し
た
。
災
害
資

材
と
毛
布
・
水
な
ど
の

防
災
用
品
は
、
震
災
前

よ
り
も
充
実
し
た
そ
う

で
す
。
現
在
、
住
民
は

３
日
分
の
食
料
・
水
の

備
蓄
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

防
災
訓
練
の
実
施
状

況
は
、
両
町
と
も
町
全

体
と
自
治
会
単
位
で
の

炊
き
出
し
や
支
援
物
資

の
配
布
、
応
急
救
護
な

ど
の
総
合
防
災
訓
練
を

　

７
月
19
日
、
議
員
全
員

で
、
た
か
さ
き
消
防
共
同

指
令
セ
ン
タ
ー
と
赤
城
歴

史
資
料
館
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

た
か
さ
き
消
防
共
同
指

令
セ
ン
タ
ー
は
、
渋
川
広

域
消
防
本
部
を
含
む
県
内

６
消
防
本
部
が
、
消
防
指

令
業
務
の
共
同
運
用
を
行

っ
て
い
ま
す
。
共
同
運
用

に
よ
り
、
高
機
能
消
防
指

令
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ

れ
、
現
場
到
着
時
間
や
病

院
到
着
時
間
の
短
縮
、
大

規
模
災
害
時
の
広
域
で
の

組
織
的
活
動
、
迅
速
か
つ

円
滑
な
対
応
が
で
き
る
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
防

災
無
線
放
送
時
の
目
標
物

の
設
定
に
つ
い
て
、
住
民

に
分
か
り
や
す
い
も
の
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

備
蓄
の
充
実
で
安
心
し

た
生
活
が
過
ご
せ
、
防
災

訓
練
で
意
識
の
向
上
が
は

か
ら
れ
る
の
を
実
感
し
ま

し
た
。

（
委
員
長
　
岩
﨑
　
信
幸
）

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
城
歴
史
資
料
館
は
、

年
間
入
場
者
が
１
３
０
０

人
ほ
ど
で
、「
資
料
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
が
あ

り
、
資
料
館
と
協
働
で
事

業
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
小
学
生
の
教
育
の
一

環
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

い
て
、
地
元
の
歴
史
を
知

る
良
い
機
会
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

歴
史
資
料
の
保
存
場
所

の
確
保
、
空
調
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
施
設
整
備
・
管

理
の
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

（
議
長
　
馬
場
　
周
二
）

宮
城
県

高
崎
市

渋
川
市

資料館の運用方法の研修（赤城歴史資料館）

東日本大震災時の様子を聞く（亘理町プレハブ庁舎）
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
に

中島　淳
じゅんこ

子さん
（大久保寺下）

田中きく江さん
（大久保寺上）

議会を
　傍聴して

木
を
彫ほ

り
　
土
を
焼
く

ま
ち
の散歩

道99

山
田
　
一か

ず
ま
さ奘
さ
ん
（
上
野
田
）

形
態
を
し
て
い
る
。

　

人
間
は
、
生
命
の
ゆ
り

か
ご
で
あ
る
地
球
を
含
め

た
宇
宙
の
中
に
あ
る
美
し

い
形
を
、
科
学
や
数
理
の

眼
で
解
き
明
か
し
続
け
て

い
る
。

　

過
日
、
超
深
海
の
生
物

が
紹
介
さ
れ
、
私
は
衝
撃

と
興
奮
を
覚
え
ま
し
た
。

　

日
々
命
を
繋つ

な

い
で
い
る

生
物
の
形
は
、
そ
の
一
瞬

一
瞬
が
美
し
い
。
不
可
思

議
で
無
駄
の
な
い
必
然
の

そ
の
形
が
半
年
前
に
制
作

し
た
彫
刻
「
妖
魚
・
怪
魚
」

（
写
真
）
に
酷
似
し
て
い

た
か
ら
で
す
。

　

今
私
は
、
自
然
の
中
に

あ
る
無
限
の
造
形
美
に
心

動
か
さ
れ
、
抽

ち
ゅ
う
し
ゅ
つ出
し
、
同

時
に
、
人
工
物
に
秘
め
ら

れ
た
構
成
美
を
追
い
求
め
、

さ
ら
に
両
者
の
融
合
も
試

み
て
い
ま
す
。

　

留と
ど

ま
る
こ
と
な
く

変
化
す
る
形
を
、
自

然
素
材
の
木
を
彫

り
、
土
を
焼
く
こ
と

で
静
止
さ
せ
る
造
形

活
動
に
浸
っ
て
い
ま

す
。

「
あ
り
が
と
う
」の

言
葉
が
大
好
き
！

　

９
月
８
日
、
友
人
ら
に

誘
わ
れ
町
議
会
の
傍
聴
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
、
真し

ん

し摯
に
議

会
活
動
に
取
り
組
む
議
員

さ
ん
ら
の
姿
勢
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
い
つ

も
吉
岡
町
の
発
展
を
願

い
、
明
日
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。

　

私
は
、
ま
ち
の
行
政
活

動
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

関
心
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
さ
さ
や
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
で

き
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
は

「
あ
い
さ
つ
」
に
趣

お
も
む
き

を
お

い
て
お
互
い
の
温
か
い
心

遣
い
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、「
笑
顔
で
あ
り

が
と
う
」
の
言
葉
が
大
好

き
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
笑
顔

あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま

ち
・
平
和
な
ま
ち
交
流

を
め
ざ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

議
員
皆
様
の
益
々
の

ご
活
躍
で
、
こ
の
吉
岡

町
が
も
っ
と
も
っ
と
素

晴
ら
し
い
ま
ち
と
な
っ

て
い
き
ま
す
よ
う
願
い

ま
す
。

　

５
年
程
前
か
ら
、
健
康

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
事
業
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
、

月
に
一
度
大
久
保
集
落
セ

ン
タ
ー
か
ら
よ
し
お
か
温

泉
ま
で
、
ま
た
は
バ
ラ
の

季
節
に
は
敷
島
公
園
ま
で

地
域
の
人
達
と
お
喋し

ゃ
べ

り
を

し
な
が
ら
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

　

私
一
人
で
は
と
て
も
歩
き

き
れ
ま
せ
ん
が
、
お
仲
間
と

一
緒
だ
と
そ
れ
ほ
ど
疲
労
感

も
な
く
行
っ
て
来
ら
れ
ま

す
。
そ
の
日
は
一
日
体
も
軽

く
気
分
も
爽そ

う
か
い快
で
近
頃
で
は

膝
の
痛
み
も
な
く
な
り
、
体

も
以
前
よ
り
も
丈
夫
に
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
通
し
て
人
と

人
、
そ
し
て
自
然
と
触

れ
合
い
な
が
ら
健
康
で

あ
り
続
け
た
い
と
願
い

ま
す
。

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

ウォーキングがんばりましょう！
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古
代
文
化
に
思
い
を
は
せ
て

小山　孝さん
（南下）

問１

問２

問３

９月定例会の会期は何日間だったでしょうか。
Ａ．１３日間　　Ｂ．１４日間　　Ｃ．１５日間
平成２８年度一般寄付金は何万円だったでしょ
うか。
Ａ．１６７３万円　　Ｂ．２６７３万円　　
Ｃ．３６７３万円
人権擁護委員の任期は何年でしょう。
Ａ．１年　　Ｂ．２年　　Ｃ．３年

[ 応募方法 ]
○はがきに答えの記号（例１－ A）、住所、氏名、年齢、
職業（学校名）を書いてください。
○正解者の中から抽選で５人の方に、図書カードをプ
レゼントします。
○ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。「お
便りコーナー」で紹介します。
○あて先
　〒 370 － 3692
　吉岡町大字下野田５６０番地　役場議会事務局
○締め切り　１２月１日（当日消印有効）

前回の正解は１－Ｂ、２－Ｂ、３－Ｂでした。
応募者の中から抽選の結果、次の方に図書カードを贈
ります。（敬称略）
・飯島加代子（上野田）・石川千代子（大久保）
・大林　俊弘（上野田）・狩野　　鈴（下野田）
・田村由美子（漆原）

よ し お か

ク イ ズ
No.

117

皆さんの傍聴を
お待ちしています

次の議会は１２月上旬を予定しています。
会議は９時３０分から始まります。
ぜひお越しください。
詳しい日程などは広報よしおか１２月号
に掲載されます。また、まちホームペー
ジでもお知らせします。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
県
立
歴
史
博
物
館

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
県
内

で
発
掘
さ
れ
た
国
重
文
の

埴は
に
わ輪
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
群
馬
県
は
東
国
文

化
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
、

群
馬
県
古
墳
総
覧
に
よ
る

と
１
万
３
２
４
９
基
も
の

古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
町
内
に
も
三
津
屋

古
墳
、
南
下
古
墳
群
な
ど

を
は
じ
め
、
貴
重
な
遺
跡

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
年
、
吉
岡
町
は
人

口
の
増
加
、
道
路
網
の
整

備
な
ど
で
環
境
が
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

意
外
な
ほ
ど
身
近
に
あ

る
遺
跡
な
ど
の
文
化
遺

産
を
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
、
次
の
世
代
に
広
く

語
り
継
い
で
い
き
た
い

も
の
で
す
。

 表紙の写真
　寺上自治会、屋

や た い

台の組み立て。若い人はよく山
だ し

車
といいますが、三宮神社に属する大久保の五台は屋
台といいます。
　さてこの屋台、最近では組み立てたままで屋根の
高い、屋台小屋に保管する町内が増えてきましたが、
三津屋田端の屋台は、完全に組み上がってなく、ま
ず組み立てから始まります。すべて木組みと木の楔

くさび

で組み立て、大変むずかしいです。大勢でアーじゃ
ない、コーじゃない、言いながら、時にはばらして。
これも一興。
　屋台の組み立てを通して世代を超えて伝統を守っ
ています。

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

補
正
予
算

委
員
会
審
査

陳
情 

他

賛
否
一
覧

一
般
質
問

視
察
・
研
修

ま
ち
の散歩

道 

他

お便りコーナー
（敬称略）

狩野　鈴（下野田）
狩野寧々（下野田）

貴重な遺跡これからも大切にしましょう
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吉
岡
町
議
会
だ
よ
り
No 117

発　

行　

吉
岡
町
議
会

責
任
者　

議
長　

馬
場　

周
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編　

集　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

群
馬
県
北
群
馬
郡
吉
岡
町
大
字
下
野
田
５
６
０

　

０
２
７
９ ―

 

54―
 

３
１
１
１

☎

●●●

キラリよしおか古語り
いにしえ

編
集
後
記

編
集
委
員

委  

員  

長　

金
谷　

康
弘

副
委
員
長　

村
越　

哲
夫

委　
　

員　

髙
山　

武
尚

　
　
　
　
　

竹
内　

憲
明

　
　
　
　
　

五
十
嵐
善
一

　
　
　
　
　

大
林　

裕
子

　
　
　
　
　

富
岡　

大
志

　

８
月
は
天
候
不
順
で
日
照
不

足
の
た
め
、稲
の
生
育
が
今
一
つ

良
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

報
道
関
係
で
は
、平
年
並
み

と
伝
え
て
い
ま
す
が
、吉
岡
町

の
作
柄
は
少
し
悪
い
と
言
う
人

も
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、近
年
気
候
が
変
わ
っ
て

来
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

九
州
や
東
北
で
は
豪
雨
に
よ

る
被
害
が
出
て
何
カ
月
も
た
た

な
い
う
ち
に
、台
風
18
号
が
発

生
し
、各
地
に
災
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。世
界
的
に
も
気
候

変
動
が
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
秋
晴
れ
が
続
く
よ

う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、議
会
だ
よ
り
で
は
、数

号
前
か
ら
発
行
す
る
号
に
よ
っ

て
中
の
カ
ラ
ー
が
変
わ
り
ま
し

た
。見
や
す
さ
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。わ
か
り
や
す
く
読
み
や

す
い
議
会
だ
よ
り
を
編
集
で
き

る
よ
う
に
委
員
一
同
励
ん
で
お

り
ま
す
。皆
様
の
ご
意
見
を
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
村
越　

哲
夫
）

しょうとくひ

　初代群馬県令（現在の知事）楫取素彦直
筆の篆額と撰文からなる本碑は、漆原地内
の長松寺本堂に隣接する矢落観音堂（通称
ざる観音）境内の東端、「平和の鐘」と名
づけられた鐘楼堂の脇に建っています。
　宥順阿闍梨は現住職の４代前にあたり、
天保１３年大垣藩士（現在の岐阜県大垣市）
後藤氏の子として誕生。７歳で仏門に入り、
諸寺での厳しい修行を経て、文久３年２１
歳の時、長松寺の住職に就く。明治９年、
漆原村人こぞっての願いを受けて漆原小学
校の教師となる。また仏弟子の教導にも非
常に熱心で、師の教えを受けた者は百数十
名に及ぶ。このように、宥順阿闍梨は６３
年の生涯を最も教育に心を注いだ、実に高
徳の仏徒でありました。

　一方、楫取素彦氏と言えば NHK 大河ド
ラマ「花燃ゆ」のヒロイン文の夫で、県令
在任の８年間に、県庁を高崎から前橋に移
転、富岡製糸場の存続に奔走、そして道徳
教科書「修身説約」の編纂など教育にも力
を入れて、群馬の礎を築きました。
　このように、教育という共通項が取り持
つ縁で、宥順阿闍梨５４歳の明治２９年３
月に、同師の教えを受けた多くの人々に
よって彰徳碑が完成したのであります。
　大晦日の除夜の鐘を鳴らす時や、１月
１４日のざる観音縁日、そして桜花咲く４
月の花見時季などに訪れ、教育に心血を注
いだ高徳の仏徒、宥順阿闍梨に心を馳せて
はいかがでしょうか。

参考文献：群馬の漢文碑、吉岡村誌他

しょうろうどう

ふみ

いしずえ

てん がく

か と り  も と ひ こ

さん

は

お お み そ か

つ

宥
順
阿
闍
梨
記
功
碑

宥
順
阿
闍
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記
功
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ゆ  
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じ 

ゅ 
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あ          

じ  
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吉
岡
バ
イ
パ
ス

上
越
線関

越
自
動
車
道

駒寄幼稚園

長松寺
駒寄小

宮東
15

中島 駒寄

鐘楼堂と彰徳碑（矢印）

楫取素彦直筆の篆額

宥順阿闍梨の彰徳碑


